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 弥生、ひな祭り、啓蟄、春分。何だかあたたかみのある言葉が連なる季節となり、そん

な言葉に誘われるように各地で島民会の動きも活発になってきました。満開の梅ももうす

ぐ桜にバトンタッチです。一方、ハナで苦労されている方も多いのでは・・・？花粉症の

季節どうかお気をつけて。 
 

■みんなの声特集  
○ ｢三宅島のみなさんと港区を巡る会｣報告 

 日時：3月10日(土)9:30～15:00頃 

 主催：港南三宅会 

    連合東京ボランティアサポートチーム 

 近所を散歩したい、電車の乗り方がわか

らない、港区の名所旧跡を巡ってみたいと

いうという島民の要望にこたえた連合サポ

ートチームと、地域に詳しい港区教育セン

ターの所長をはじめ先生方の協力を得て、

お散歩会が行なわれ東京センターからは坂

上(幸)が参加しました。港南3丁目アパー

トを出発。芝離宮、芝大神宮、大門、増上

寺、芝東照宮などをへて梅園で昼食。宝珠

院、東京タワー、御成門などを見物しアパ

ートで解散しました。 
 

三宅島災害・東京ボランティア支援センター 

                 坂 上 様 

 10日はお疲れ様でした。 

 落伍者もなく無事行事が終わって、皆様

のサポートにとても感謝しております。そ

して改めて感動しております。 

 今回は80歳、70歳代等々ご高齢の方も最

後まで参加できた事、すごく嬉しかったで

す。みんな喜んでおります。日頃外へ出ら

れない方達だったので、この機会に是非都

会の空気を吸わせられたらいいなーの思い

が通じました。 

       港南三宅会 早川 マス子 

 

○ ｢江東三宅島会｣｢アワー・リバー｣ 

合同、荒川土手の清掃報告 

 日時：3月11日(日)10:00～12:00 

 ｢江東三宅島会｣30数名は、地元のボラン

ティアグループ｢アワー・リバー 河をき

れいにする会｣の方々と一緒に、荒川土手

の清掃をいたしました。お天気は良かった

のですが吹いてくる風はとても冷たく三宅

の西風のようでしたが、皆黙々と作業をし

ていました。 

 ｢自分達に出来る恩返し｣それがうれしか

ったのだと思います。2時間という短い作

業でしたが、久しぶりに味わった心地の良

い腰の痛さを感じながら、昼過ぎに家族3

人アパートに帰ってきました。 

 3月に入り、FAXを戴き御礼方々、江東区

の様子をお知らせいたしました。有意義に

使わせていただきます。ありがとうござい

ました。坂上さん、今日はお疲れ様でした。 

（江東三宅島の会 田中 とも江） 

 

○ ボウリングで心のリフレッシュ!! 

 去る3月10日、北区ボウリング協会会長 

八代英太参議院議員のご支援並びにご好意

により、桐ヶ丘在住の島民を中心に、各地

域の島民にも呼びかけて1日楽しく遊ぼう

会を企画しました。桐ヶ丘は勿論、江戸川

区、港区、足立区、埼玉方面その他多くの

地域から約130名が参加しました。ボウリ
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ングの玉を通じて再会と健康を祝しながら、

お互いの生活を気遣うなかゲームを楽しみ

ました。 

 生まれて初めてボールを手にしたお年寄

りもまた、久しぶりのボールの感触を味わ

う顔には、噴火のことを忘れてストライク

を目指したフォームは、一瞬の間にも心の

リフレッシュを感じさせました。ゲーム終

了後、別室にて軽食をつまみながら、雑談

しあじさい音頭を踊り、お互いの再会を約

束しながら2時頃帰路につきました。 

（桐ヶ丘三宅島ボランティア会事務局長 有馬 正美） 

 

○ ｢練馬三宅島連絡会｣の結成について 

 3月11日(日)午後2時から練馬区役所防災

センターにて、｢練馬三宅島連絡会｣の発足

総会が行なわれ、三宅島社協から桑村が東

京センターから坂上（幸）が参加しました。

佐久間寛次さんを会長としてその他役員6名

が選出され、会則や運営・活動内容につい

ても議決されて、当日来場の島民に承認さ

れました。今後は、練馬区の方々と連携を

とりながら、島の人同士の親睦を図ってい

きたいとの事でした。 

（三宅島支援東京センター 坂上 幸一郎） 

 

○ ｢ふるさと三宅島と町田を結ぶ会｣ 

 ご存知の様に、此処町田市は広域にわた

り分散して島民の方々が避難されておられ

ますが、高齢者の方が多く、皆さんが一堂

に会することが非常に困難な状況です。 

 28名の会員にホームページ｢島魂｣より

抜粋した三宅島最新情報の提供をするほか、

2ヶ所ある特養ホームの訪問、町田市主催

の行事への積極的参加などの活動を行なっ

ております。 

（ふるさと三宅島と町田を結ぶ会 代表者 飯沼 正義） 

 

○ 久留米西団地の近況（現在48戸） 

 島の皆さんお元気ですか？私たち、久留

米西団地の人たちも多少の具合の悪いとこ

ろもありますが、まあまあ元気に過ごして

おります。今月18日には、団地老人会によ

る誕生会が開催されますが、それにも参加

呼びかけがあり何名かの人が参加する予定

です。4月初旬には、自治会による花見会

も予定され、島にいた時には花見など考え

ませんでしたが、みんな楽しみにしており

ます。 

 また、先日はあじさいの里の職員の方、

久留米市役所の職員の方による健康相談も

あり、心のケアをしていただき皆さん少し

明るくなったようです。その際、市役所の

好意により成人病検診もしていただけるこ

とになり、20数名が希望して、現在調整を

していただいています。 

 帰島出来る日まで健康に留意し、地域の

人たちと仲良く、和気藹々と毎日を過ごし

ていきたいと考えております。これから気

候も良くなります。皆さんも表に出て元気

で島で会う日を楽しみに頑張りましょう。 

（久留米西団地 川口 憲） 

 

○ ｢ふれあいセンター 三宅島・向陽台｣

オープンのお知らせ 

 稲城市社会福祉協議会により、ふれあい

センターが設置されました。 

 会場：向陽台4丁目団地集会場 

 曜日：毎週火曜日（祝日はお休みです） 

 時間：午後1:00～3:00 

 ふれあいセンターとは、三宅島・向陽台

地区の人のふれあい・交流の場、地域活動

の拠点です。いつもは、サロンとしてオー

プン、皆さんで話に花を咲かせましょう。 

例えば、お花見・散歩、体操教室、地域の

お掃除、三宅特産料理教室、手工芸、スポ

ーツなど、活動内容はみなさんで話し合っ

て決めます。男性の方も子ども連れも是非

ご参加ください。 


